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二
〇
一
六
年
度
早
稲
田
大
学
史
学
会
大
会
報
告
一
二
五
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
成
立
と
展
開
　
　
―
一
五
世
紀
ト
ス
カ
ー
ナ
を
事
例
に
―
津
澤　
真
代
　
一
五
世
紀
ま
で
の
大
学
の
量
的
拡
大
の
背
後
に
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
報
告
で
は
「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
」
の
成
立
に
着
目
し
、
大
学
の
成
立
過
程
の
変
化
と
公
権
力
の
か
か
わ
り
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
の
大
学
の
量
的
拡
大
を
考
え
る
一
助
と
し
た
。
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
は
学
生
や
教
師
の
地
理
的
な
普
遍
性
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
皇
帝
や
教
皇
な
ど
の
普
遍
的
な
権
威
か
ら
の
認
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
認
可
に
付
随
す
る
万
国
教
授
資
格
の
授
与
権
を
得
て
大
学
は
設
立
さ
れ
る
。
従
来
、
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
概
念
に
つ
い
て
は
皇
帝
や
教
皇
と
大
学
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
研
究
が
な
さ
れ
、
個
別
の
事
例
検
証
は
未
だ
不
足
し
て
い
る
。
一
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
諸
大
学
は
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
呼
称
を
公
的
に
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
諸
大
学
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
報
告
で
は
特
に
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
を
中
心
に
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
成
立
に
つ
い
て
比
較
検
証
を
行
っ
た
。
　
ま
ず
、
一
五
世
紀
ま
で
の
量
的
拡
大
を
考
え
る
た
め
に
一
四
世
紀
に
お
け
る
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
認
可
に
つ
い
て
カ
ー
ル
四
世
の
名
を
上
げ
た
。
カ
ー
ル
は
一
三
四
七
年
に
プ
ラ
ハ
大
学
を
設
立
す
る
が
、
そ
の
後
ロ
ー
マ
で
の
戴
冠
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
に
遠
征
す
る
。
一
三
五
五
年
に
一
度
目
を
、
一
三
六
八
年
に
二
度
目
の
イ
タ
リ
ア
行
き
を
果
た
し
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
示
威
行
為
は
単
純
に
都
市
間
を
巡
行
す
る
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
諸
都
市
の
大
学
に
認
可
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と
も
含
ん
で
い
た
。
ア
レ
ッ
ツ
ォ
、
シ
エ
ナ
、
パ
ヴ
ィ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ル
ッ
カ
な
ど
の
都
市
は
カ
ー
ル
の
イ
タ
リ
ア
行
の
際
、
資
金
や
宿
泊
先
と
し
て
協
力
し
て
い
た
都
市
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
カ
ー
ル
か
ら
大
学
認
可
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
一
五
世
紀
ま
で
に
大
学
の
量
的
拡
大
が
進
ん
だ
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
普
遍
権
力
に
よ
る
認
可
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
が
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
都
市
に
お
い
て
は
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
成
立
は
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
事
例
検
証
と
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
シ
エ
ナ
、
ル
ッ
カ
の
三
都
市
に
お
い
て
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
成
立
過
程
の
類
型
化
を
試
み
た
。
　
一
三
四
八
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
は
開
校
宣
言
が
成
さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
は
ク
レ
メ
ン
ス
六
世
に
よ
っ
て
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
と
し
て
認
可
さ
れ
、
一
三
六
四
年
に
カ
ー
ル
四
世
に
よ
っ
て
同
様
に
認
可
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
大
学
行
政
の
主
体
は
都
市
・
あ
る
い
は
為
政
者
で
あ
り
、
開
校
後
す
ぐ
に
認
可
を
経
て
都
市
が
主
体
的
に
大
学
行
政
を
担
っ
た
と
い
う
点
で
都
市
主
体
型
と
分
類
し
た
。
　
二
つ
目
の
事
例
で
あ
る
シ
エ
ナ
大
学
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
一
二
四
〇
年
に
教
師
の
記
録
が
見
ら
れ
、
一
二
四
六
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
よ
っ
て
開
校
史
観
第
一
七
六
冊
一
二
六
宣
言
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
皇
帝
に
よ
る
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
認
可
は
経
て
お
ら
ず
、
シ
エ
ナ
は
称
号
を
持
た
な
い
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
シ
エ
ナ
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
か
ら
学
生
を
誘
致
す
る
た
め
に
名
乗
り
で
る
が
、
学
生
の
獲
得
の
た
め
に
有
効
な
万
国
教
授
資
格
の
授
与
権
を
持
た
な
か
っ
た
シ
エ
ナ
大
学
は
、
一
三
五
七
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
カ
ー
ル
四
世
か
ら
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
の
認
可
を
受
け
た
。
一
四
〇
八
年
に
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
二
世
に
よ
っ
て
さ
ら
に
認
可
を
受
け
て
い
る
。
シ
エ
ナ
の
よ
う
に
、
長
期
間
認
可
を
得
ず
維
持
さ
れ
た
事
例
は
希
少
で
あ
る
が
、
同
様
に
都
市
学
校
と
し
て
維
持
さ
れ
た
後
に
皇
帝
あ
る
い
は
教
皇
か
ら
の
認
可
を
得
て
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
に
昇
格
し
た
事
例
は
ペ
ル
ー
ジ
ャ
や
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
、
ピ
サ
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
学
生
を
獲
得
す
る
た
め
認
可
を
必
要
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
都
市
学
校
昇
格
型
と
し
た
。
　
最
後
の
事
例
は
ル
ッ
カ
大
学
で
あ
る
。
ル
ッ
カ
で
は
、
都
市
に
よ
る
開
校
宣
言
の
な
い
ま
ま
カ
ー
ル
四
世
か
ら
の
認
可
を
得
た
。
一
三
八
七
年
に
は
ウ
ル
バ
ヌ
ス
六
世
か
ら
も
認
可
を
得
て
い
る
が
、
教
育
機
関
と
し
て
そ
の
存
在
を
裏
付
け
す
る
史
料
は
残
存
し
て
い
な
い
。
普
遍
権
力
に
よ
る
認
可
を
得
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
ヘ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
・
ラ
シ
ュ
ド
ー
ル
や
ポ
ー
ル
・
グ
レ
ン
ド
ラ
ー
は
紙
上
大
学
と
い
う
表
現
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
皇
帝
に
よ
る
認
可
を
得
て
い
な
が
ら
、
都
市
に
よ
る
積
極
的
な
運
営
が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
を
皇
帝
主
体
型
と
し
、
同
様
の
事
例
と
し
て
ア
レ
ッ
ツ
ォ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
普
遍
権
力
に
よ
る
認
可
は
一
五
世
紀
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
に
多
く
の
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
を
創
出
し
た
。
三
都
市
の
事
例
は
普
遍
権
力
に
よ
る
認
可
だ
け
で
も
都
市
に
よ
る
開
校
宣
言
だ
け
で
も
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
・
ゲ
ネ
ラ
ー
レ
が
維
持
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
示
す
。
都
市
に
よ
る
運
営
と
普
遍
権
力
に
よ
る
認
可
と
い
う
二
重
の
権
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
が
一
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
大
学
の
実
態
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
五
世
紀
ま
で
の
大
学
の
量
的
拡
大
は
、
そ
の
多
く
が
普
遍
権
力
に
よ
っ
て
裏
づ
け
を
得
た
都
市
的
産
物
で
あ
る
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
の
派
生
で
あ
る
と
い
う
理
解
か
ら
再
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
九
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
人
か
ら
見
た
ロ
ー
マ
教
会
岸
田　
菜
摘
　
本
報
告
で
は
九
世
紀
の
東
西
教
会
の
関
係
性
を
と
り
あ
げ
る
。
中
世
の
東
西
キ
リ
ス
ト
教
会
の
関
係
性
は
、
一
般
的
に
は
分
裂
と
発
展
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
ら
れ
て
い
る
。
九
世
紀
に
は
、
東
西
教
会
の
関
係
は
新
た
な
展
開
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
古
代
か
ら
続
く
一
体
性
を
完
全
に
は
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
も
さ
れ
る
。
九
世
紀
頃
の
西
方
教
会
に
対
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
態
度
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
専
ら
総
主
教
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
を
例
に
挙
げ
て
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
に
加
え
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
や
総
主
教
と
対
立
し
た
ス
